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　みなさんが納めなければならない税金。ひとくちに税金とい

ってもいろいろな種類があります。

　今回は町の税金について触れてみました。

税
金
を
大
き
く
分
け
る
と
国
税
・
地
方
税
に

　
税
金
と
い
っ
て
も
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
り
、
国
の
歳
入
と
な
る
「
国
税
」

（
所
得
税
・
消
費
税
・
相
続
税
な
ど
）
や
、

都
道
府
県
や
市
町
村
の
歳
入
と
な
る

「
地
方
税
」
が
あ
り
ま
す
。

　
江
南
町
の
場
合
、
市
町
村
で
す
の
で

「
地
方
税
」
の
み
課
税
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
税
率
に
つ
い
て
は
「
地
方
税
法
」
に

設
け
ら
れ
た
次
の
四
種
類
の
税
率
に
基

づ
い
て
決
め
て
い
ま
す
。

標
準
税
率
H
住
民
に
課
税
す
る
と
き
に

　
　
　
　
　
基
準
に
な
っ
て
い
る
税
率

制
限
税
率
1
1
住
民
に
課
税
す
る
と
き
に
、

　
　
　
　
　
標
準
税
率
か
ら
こ
こ
ま
で

　
　
　
　
　
な
ら
税
率
を
引
き
上
げ
て

◆市町村民税の税率

　
　
　
　
　
も
よ
い
と
い
う
最
高
限
度

　
　
　
　
　
を
定
め
た
税
率

一
定
税
率
”
県
や
町
な
ど
が
定
め
る
税

　
　
　
　
　
率
を
一
定
に
定
め
た
税
率

任
意
税
率
”
地
方
税
法
で
税
率
を
き
め

　
　
　
　
　
ず
、
県
や
市
町
村
に
任
せ

　
　
　
　
　
て
い
る
税
率

　
こ
の
税
率
を
ど
の
税
に
適
用
す
る
か

も
地
方
税
法
で
決
め
ら
れ
て
い
て
（
市

町
村
税
の
税
率
参
照
）
、
町
で
課
税
し
て

い
る
税
目
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
税
率
な
ど
は
平
成
十
一
年
度

現
在
の
も
の
で
す
。

標準 制限 一定 任意

市町村

民　税

均等割 ○ ○※

所得割 ○ ○※

固定資産税 ○ ○

軽自動車税 ○ O
町たばこ税 ○

特別土地保有税 ○

入　　湯　　税 ○

国民健康保険税 ○

●

※平成10年度の地方税制改正で、個人の市町村民税の制限

　税率は廃止。ただし法人は存続

行
財
政
の
一
般
経
費
に

充
て
る
た
め
に
徴
収
さ

れ
る
税
金
、
使
途
に
つ

い
て
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん

個
人
町
戻
税

　
個
人
県
民
税
と
あ
わ
せ
て
住
民
税
と

い
わ
れ
、
個
人
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て

町
で
課
税
し
、
県
民
税
分
は
あ
と
で
町

か
ら
県
へ
払
い
込
み
ま
す
。

○
所
得
割
”
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ

　
　
　
　
　
る
。
累
進
税
率
を
採
用
。

○
均
等
割
U
所
得
の
あ
る
か
た
に
対
し

　
　
　
　
　
一
律
に
課
税

法
人
町
民
税

　
法
人
の
所
得
や
資
本
金
、
従
業
者
数

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
法
人
税
割
H
国
税
で
あ
る
法
人
税
を

　
　
　
　
　
　
も
と
に
課
税
さ
れ
、
税

　
　
　
　
　
　
率
は
十
二
・
三
％
。

○
均
等
割
”
資
本
金
や
従
業
員
数
に
応

　
　
　
　
　
じ
て
五
万
円
か
ら
一
二
百
万

　
　
　
　
　
円
ま
で
。

固
定
資
産
税

　
個
人
（
法
人
）
所
有
の
資
産
（
土
地

や
家
屋
、
償
却
資
産
）
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

○
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
闘
町
で
は

　
標
準
税
率
で
あ
る
課
税
標
準
額
の
一

　
・
四
％

軽
q
税

　
　
●

　
軽
自
動
車
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
鳶
「
地
方
税
法
」
上
の
軽
自
動
②

車
と
は
、
原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特

殊
自
動
車
、
六
六
〇
㏄
ま
で
の
軽
自
動

車
、
大
型
バ
イ
ク
な
ど
で
、
種
類
に
応

じ
て
年
千
円
か
ら
七
千
二
百
円
ま
で
で

す
が
、
「
県
税
」
で
あ
る
「
自
動
車
税
」
と

は
異
な
り
月
割
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
た
ば
こ
税

　
た
ば
こ
の
消
費
者
が
負
担
し
、
製
造

業
者
な
ど
が
町
に
納
め
ま
す
。
購
入
し

た
販
売
店
の
市
町
村
に
税
金
が
入
り
ま

す
の
で
、
た
ば
こ
は
町
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

特
別
土
地
保
有
税

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
保
有
や
、

取
得
を
し
た
か
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

團
（
鵬
醗
攣

入
湯
税

　
鉱
泉
浴
場
の
入
湯
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
、
環
境
衛
生
、
観
光
振
興
、
消
防

施
設
の
整
備
財
源
に
充
て
ま
す
。

税
率
“
一
人
『
日
百
五
十
円
（
一
泊
二

日
の
場
合
は
一
日
分
で
よ
い
）

国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
源
に
あ
て

る
た
め
、
被
保
険
者
の
世
帯
主
に
所
得

や
資
産
、
加
入
者
数
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
（
実
質
的
に
は
保
険
料
）



（
□
）
所
得
割
H
所
得
か
ら
基
礎
控
除
（
原

　
　
　
　
　
則
三
十
一
二
万
円
）
を
引
い

　
　
　
　
　
た
額
に
六
・
五
％

○
資
産
割
H
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産

　
　
　
　
　
税
額
の
四
十
五
％

●
均
等
割
”
加
入
者
一
人
に
つ
き
一
万

　
　
　
　
　
二
百
円

●
平
等
割
”
一
世
帯
当
た
り
一
万
四
千

　
　
　
　
　
四
百
円

納
税
の
方
法

納
税
窓
ロ

　
江
南
町
役
場
、
お
よ
び
、
あ
さ
ひ
銀

行
、
第
一
勧
業
銀
行
、
さ
く
ら
銀
行
、
群

馬
銀
行
、
足
利
銀
行
、
武
蔵
野
銀
行
、
北

越
銀
行
、
東
和
銀
行
、
東
京
相
和
銀
行
、

埼
玉
縣
信
用
金
庫
、
く
ま
が
や
農
業
協

◆住民税（所得割）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

同
組
合
の
本
書
で
納
税
◎
森

ロ
座
振
替

　
ロ
座
振
替
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
納
期

を
忘
れ
た
り
わ
ざ
わ
ざ
納
税
の
た
め
に

出
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
手
続

き
は
、
通
帳
お
よ
び
通
帳
印
を
持
参
し

て
、
役
場
税
務
課
ま
た
は
納
税
窓
ロ
（
ロ

座
振
替
に
限
り
郵
便
局
も
利
用
で
き
ま

す
）
で
あ
る
金
融
機
関
に
行
っ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合

　
次
の
よ
う
な
割
合
で
延
滞
金
が
徴
収

さ
れ
ま
す
。

○
納
期
限
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す

る
日
ま
で

　
税
額
に
年
七
・
三
％
の
割
合
。
た
だ

市町村民税

課税所得の段階 標準税率 町の税率

200万円以下の金額 3％ 3％

　200万円を超え

700万円以下の金額
8％ 8％

700万円超える 10％ 10％

道府県民税

課税所得の段階 標準税率 県の税率

700万円以下の金額 2％ 2％

700万円を超える 3％ 3％

◆住民税（均等割・年額）

し
、
平
成
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
当
分

の
問
特
例
基
準
割
合
（
前
年
の
十
一
月
一
一
一

十
日
現
在
の
公
定
歩
合
プ
ラ
ス
四
％
）

が
七
ニ
ニ
％
を
下
回
る
場
合
は
特
例
基

準
割
合
。

○
そ
れ
以
後
の
納
税
の
日
ま
で
税
額
に

年
十
四
・
六
％
の
割
合
。

前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
つ
い
て

　
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

一
年
度
ま
で
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税

に
限
り
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
税
の

公
平
性
の
観
点
や
ロ
座
振
替
の
推
進
を

図
る
た
め
平
成
十
二
年
度
よ
り
廃
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

納
税
は
ぜ
ひ
ロ
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人ロ50万
以上の市と
東京23区

人ロ5万
以上50万
未満の市

人ロ5万
未満の
市町村

市町村民税 3，000円 2，500円 2，000円

道府県民税 一律1，000円

町　税

目的税 普通税

国民健康保険税

入
湯
税

特
別
土
地
保
有
税

町
た
ば
こ
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町民税

平
等
割

均
等
割

資
産
割

所
得
割

法人 個人

均
等
割

法
人
税
割

均
等
割

所
得
割

　
　
●●Q
＆
A
　
　
凹
鷺
妻
疑
強

囮　　
　
会
社
で
の
仕
事
の
ほ
か
に
雑
誌
平
成
十
二
年
度
の
住
民
税
は
ど
ち
ら
に

　
　
な
ど
に
原
稿
を
書
い
て
い
て
、
十
納
め
る
の
で
す
か
。

五
万
ほ
ど
の
所
得
が
あ
り
ま
す
。
所
得

税
で
は
一
一
十
万
円
以
下
は
申
告
不
要
と

聞
き
ま
す
が
、
住
民
税
で
は
ど
う
で
す

か
。囚　　
　
所
得
税
は
、
所
得
が
発
生
し
た

　
　
時
点
で
源
泉
徴
収
し
て
い
る
な
ど

の
理
由
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が

二
十
万
円
以
下
の
と
き
は
確
定
申
告
を

し
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
住
民
税
で
は
こ
の
よ
う

な
制
度
が
な
く
、
ほ
か
の
所
得
と
合
算

し
て
税
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
給

与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
額

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

囮　　
　
私
は
退
職
し
た
年
に
退
職
金
か

　
　
ら
住
民
税
を
天
引
き
さ
れ
ま
し
た

が
、
翌
年
に
も
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

囚　　
　
退
職
者
が
受
け
た
退
職
所
得
に

　
　
対
す
る
住
民
税
は
、
退
職
手
当
が

支
払
わ
れ
る
際
に
天
引
き
さ
れ
、
そ
の

支
払
者
（
特
別
徴
収
義
務
者
）
を
通
じ

て
市
町
村
に
納
入
さ
れ
ま
す
が
、
退
職

鰭
矧
に
の
雛
藤
雲
罐
国
は
雰
に
課
税
さ
れ
｛

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
場
合
退
職

さ
れ
た
年
分
の
退
職
時
ま
で
の
給
与
な

ど
に
対
す
る
住
民
税
の
納
税
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
る
人
に
対
し
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国　　
　
住
民
税
は
、
そ
の
年
の
一
月
一

　
　
日
現
在
の
住
所
地
に
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
平
成
十
一
一
年
一
月
一
日

現
在
の
あ
な
た
の
住
所
は
A
町
で
す
か
一

ら
、
平
成
十
二
年
度
分
の
住
民
税
は
A
…

町
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
』

囮　　
　
平
成
八
年
九
月
に
住
宅
を
新
築

　
　
し
ま
し
た
が
、
平
成
十
二
年
度
分

か
ら
税
額
が
急
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

囚　　
　
新
築
の
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
F

　
　
あ
た
る
と
き
は
、
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
年

度
か
ら
三
年
閤
に
限
り
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
場
合
は
、
平
成
九
・
十
・

十
一
年
度
分
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。

囮　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
平
成
十
一
年
十
月
に
自
己
所
有
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、
平
成

十
二
年
二
月
に
は
買
主
へ
の
所
有
権
移
一

転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
平
成
十
二
皿

年
度
の
固
定
資
産
税
は
誰
に
課
税
さ
れ
、

ま
す
か
。

　
　
　
平
成
十
二
年
度
の
固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
固
定
資
産
税

の
賦
課
期
日
（
毎
年
一
月
一
日
）
現
在
、
登

記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎



一
』

申告期間：2月16日困～3月15日困

　
今
年
も
町
・
県
民
税
や
所
得
税
な
ど
の

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し

た
。　
申
告
の
時
期
は
、
二
月
十
六
日
困
～
三

月
十
五
日
㈱
ま
で
で
す
。
申
告
期
限
が
間

近
に
な
る
と
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
予
定
さ
れ
た
相
談
日
に
申
告
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　町県民税……役場税務課
　　　　　　　申告会場：勤労福祉センター講習室

　　　　　　受付時間：午前9＝00～11：30

　　　　　　　　　　　午後1：00～4：00
●●　　　　　直通電話：536－6340

　　　　　　　　　　　：536－6341

　　所得税……熊谷税務署
　　　　　　代表電話＝521－2905

皿
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
か
た

　
平
成
十
二
年
一
月
一
日
現
在
、
江
南
町
に
住
所
が

あ
り
、
平
成
十
一
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
事
業
（
営
業
Y
農
業
・
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ

　
て
い
る
か
た

②
不
動
産
（
地
代
・
家
賃
等
Y
配
当
・
利
子
・
雑

　
（
公
的
年
金
等
）
所
得
が
あ
っ
た
か
た

③
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　
書
の
提
出
の
な
い
か
た

④
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
か

　
た
⑤
　
給
与
所
得
の
ほ
か
①
や
②
の
所
得
が
あ
っ
た
か

　
た
⑥
給
与
所
得
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け

　
よ
う
と
す
る
か
た

⑦
平
成
十
二
年
度
の
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明

　
書
の
必
要
な
か
た

⑧
（
原
則
と
し
て
）
申
告
書
の
届
い
た
か
た

　
　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、
給
与
所
得

　
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提

　
出
の
あ
っ
た
か
た
、
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
か

　
た
は
原
則
と
し
て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
申
告
内
容
な
ど
を
も
と
に
申
告
書
を
二
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
が
、
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た
か
た

で
も
申
告
が
必
要
と
な
る
か
た
は
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
　
提
出
さ
れ
た
申
告
書
は
、
町
県
民
税
の
算
出
資
料

と
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
、
四
月
か
ら
始
ま

る
介
護
保
険
の
算
出
基
礎
や
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

発
行
、
非
課
税
や
扶
養
認
定
の
判
定
資
料
と
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
申
告
に
必
要
な
も
の

（
U
申
告
書

●
給
与
所
得
の
あ
る
か
た
は
源
泉
徴
収
票

（
口
）
事
業
・
農
業
・
そ
の
他
事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ

　
る
か
た
は
収
支
内
訳
書
ま
た
は
収
支
の
わ
か
る
も

　
の
●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
医
療
費
の
領
収
書

●
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額

●
生
命
保
険
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明

　
書
●
障
害
者
控
除
を
う
け
る
か
た
は
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
障
害
者
手
帳
ま
た
は
み
ど
り
の
手
帳

○
学
生
の
か
た
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
一
一
）
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
県
共
同
募
金
会
・

　
日
赤
支
部
・
地
方
公
共
団
体
発
行
の
領
収
書

○
印
鑑

　
確
定
申
告
の
必
要
な
か
た

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
か
た

　
平
成
十
一
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
か
た
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た

○
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
か
た

○
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

　
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
か
た

○
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た

確
定
申
告
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た
で
も
次
の
よ

う
な
か
た
は
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④



●

一　灘灘　灘，・唾繭　蟹
所徽建・購職矩賎罠税　申告と納税は、正しく、お早めに．　　満糟縦彊方罰厨寵

　　　　　　　　　【㈱麿箪瓢刷の遷用影㎜騒く講　　　　　　　　　1昭人婁軍禽卜

斬5輿…1羅難騰黙』％儂難

　
熊
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
熊
谷
税
務
署
で
は
、
申
告
に
関
す
る
相
談
や
申
告

書
の
受
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
に
よ
る
来
署
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
次
の
担
当
課
・
部
門
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
総
合
案
内
・
申
告
書
の
受
付
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
低
五
二
一
ー
一
一
一
一
五
三

●
納
税
・
納
税
証
明
書
の
発
行
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈
五
二
一
－
四
〇
三
一
一

●
申
告
所
得
税
・
消
費
税
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
五
二
一
－
五
六
四
九

●
土
地
な
ど
を
売
っ
た
場
合
の
税
金
・
贈
与
税
・
相

　
続
税
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈
五
二
一
－
五
七
九
二

●
国
税
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
五
二
四
－
七
九
六
一

◆申告受付日程表◆

月　日 対　象　地　区 会　場

2月16日困
御正新田・千代

盈勤

5
3

労
6
福
1
6
祉
3
4
　セ
0
　、
．
　ノ
5
タ
3
6
　

1
1
6

講
3
習
4
1 室

2月17日困

2月18日囲
御正新田・　柴

2月21日（月）

2月22日図
成　沢・板　井

2月23日困

2月24日困
押　切・　塩

2月25日㈹
2月28日（月）

押　切・野　原
2月29日図

3月1日困 押　切・須賀広

3月2日困 樋　春・須賀広

3月3日團 樋春・上新田

3月6日（月）

樋春・三　本
3月7日（火）

3月8日困 小江川・三　本

3月9日困
小江川・中　央

3月10日團
3月13日（月）

町　内　全　域3月14日図

3月15日困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

淫
宅
　
ン
を
利
用
し
て
マ
◎
ー
ム
叢
得
し

　
た
り
増
改
築
な
ど
を
し
た
か
た

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た

○
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
か
た

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た

　
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
か
た

　
申
告
書
は
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
ご
自
分
で
作

成
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
説
明
会

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
広
報
一
月
号
や
税
務
署
か

ら
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
給

与
所
得
の
み
の
か
た
で
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
な
る
べ
く
還
付
申
告

会
場
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
の
み
の
か
た
に
つ
い
て
も
還
付

申
告
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

正
　
し
　
い

申
　
告
　
を

　
所
得
税
、
町
県
民
税
は
自
身
の
所
得
状
況
を
最
も

よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
税
法
に
従
っ
て
所
得

と
税
額
を
計
算
し
て
申
告
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
が
申
告
し
な
か

っ
た
り
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不

足
の
税
額
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
不
足
額
の
十
五
％

ま
た
は
十
％
の
加
算
税
が
加
算
さ
れ
、
さ
ら
に
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
税
　
　
の
　
　
標
　
　
語

　
平
成
十
一
年
十
一
月
十
五
日
、
熊
谷
市
立
勤
労
会

館
に
て
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
作
・
ロ
ロ
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
大
里
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
納
税
で
　
い
き
い
き
安
心
　
明
る
い
社
会
」

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
二
年
　
寺
山
　
輝
良
さ
ん

○
熊
谷
県
税
事
務
所
長
賞

「
税
金
を
　
納
め
て
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
一
一
年

国
づ
く
り
」

橋
本
　
夏
季
さ
ん

○
江
南
町
長
賞

「
あ
な
た
の
税
　
豊
か
な
暮
ら
し
の
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
二
年
　
大
島
　
史
菜
さ
ん

○
江
南
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

「
消
費
税
　
豊
か
な
未
来
　
つ
く
る
た
め
」

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
二
年
　
芹
沢
　
尚
義
さ
ん

○
熊
谷
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

「
次
の
夢
　
未
来
の
夢
に
　
税
金
を
」

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
二
年
　
福
島

和
美
さ
ん

○
熊
谷
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞
・
学
校
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
学
校

⑤



家
族
み
ん
な
で

　
　
　
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な

・
さ
ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故

に
よ
っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し

た
と
き
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相

互
扶
助
制
度
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
問
に
、
四
十
七
人
の

か
た
に
合
計
六
百
五
十
四
万
円
の
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ

参
照
）

　
現
在
、
町
で
は
六
千
三
百
七
十
九

名
の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、

三
月
三
十
一
日
で
期
問
満
了
と
な
り

ま
す
の
で
、
来
年
度
の
申
込
み
を
二

月
七
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
む
場
合
は
、
会
費
を
添
え
、

区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
各
ご
家
庭
で
の
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
違

え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

※
　
申
込
用
紙
が
な
い
時
は
、
役
場

総
務
課
窓
ロ
に
あ
り
、
役
場
で
も
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
会
費

　
〇
一
般
…
…
…
…
…
…
・
：
：
九
百
円

　
（
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
か
た
）

　
○
中
学
生
以
下
…
…
…
…
…
五
百
円

　
（
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
以
後
に
生

　
　
ま
れ
た
か
た
）

●
有
効
期
問

　
　
平
成
十
二
年
四
月
｝
日
か
ら
平
成

　
十
一
二
年
三
月
三
十
【
日
ま
で
の
一
年

　
閤
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、
会
費
を

　
納
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら
、
三
月
三

　
十
一
日
ま
で
）
で
す
。

●
加
入
で
き
る
か
た

①
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登

　
録
者
も
含
み
ま
す
）

②
①
の
被
扶
養
者
で
あ
り
、
修
学
の

　
た
め
町
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
か
た

●
対
象
と
な
る
交
通
事
故

①
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自

　
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
に
乗

　
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

　
転
覆
し
た
事
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ

　
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ

　
か
れ
た
り
し
た
事
故

②
　
踏
切
道
に
お
け
る
電
車
な
ど
の
接

　
触
、
衝
突
、
そ
の
他
の
事
故

●
見
舞
金
の
請
求
方
法

　
　
加
入
後
に
お
け
る
請
求
方
法
に

　
つ
い
て
は
、
必
ず
各
家
庭
に
配
付

　
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用

　
紙
は
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交

　
通
災
害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
奮
五
三
六
1
一
五
二
一
内
線
三
一
三

人

）
）

5

2

6
一
〇

21

1

【
∂
　
　
旧

1

門
イ
　
、

12

10

8
6
4
2

金舞見百
万
円

．
、
十
万
円

十
ヒ
万
円

十
．
万
円

八
、
力
円

六
万
円

五
万
円

四
万
円

三
万
円

二
万
円

　　　ユ　

埼玉県市町村交通災害共済加入申込書兼会員台帳（市町村儲

住
　
所
江南町中央1－1

型．が』t

世氏
帯
主
名

．．．ユウ』土z一一一憂亘ウー一一一

　江南太郎

一電超蚤星＿．一．＿、＿

536－1521

、．、、．全旦世董．蚤、量＿．、

加入者氏名

⑳1 ㊧2

生年月H
会員番号

注意事項

1．性別・一般・中学生以下の欄は該当にO

　印をつけて下さい。

2．生年月日は

　中学生以下（昭和60年4月2日以後生まれ）

　の方だけ記入して下さい。

性別 一般 欝
1 江南太郎 男汝 　円

⑩
円
500

明・大・昭・平

2 〃花子 男く多 　円

⑪
円
5〔）0

田卜大・昭・’F

3 〃一郎 ④女 　円

⑳
円
5
0
0

明巴大一昭・平

4 ！ノ恵子 男＠
円
9
0
0

円
⑪

明・大・⑬幸

63・3・8
　般
900円 3　人 2，700円5 野女

円
9
0
0

円
5
0
0

明・大・昭・平

6 男・女
円
9
0 0

円
5
0 0

明甲メe昭ρ1る
中学生以ド

　500円 1　人 500円

7 男・女
円
9
0 0

円
5
0
0

明・大・昭・’r
合　　　計 4　人 3，200円

共済期間 平成12年4月1日から平成13年3月31日まで 平成　　　年　　　月　　　日領収

例
戸

入記

　
　
　
　
太
線
の
中
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

※
住
所
・
世
帯
主
氏
名
・
電
話
番
号
は

　
焚
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※会員証裏面の記載事項を承認の上申込みます

市町村
取扱者

埼玉県市町村交通災害共済組合

⑥

●



劃㈱
　第40回全国体育指導員研究協議会が、宮城県仙

台市体育館で開催され、柴地区体育指導委員の福

島壮吉さんが、体育指導委員として18年余の功績

が認められ功労者表彰を受けられました。

欝

■■一圏醐㈱一鰍纐「楓

　　　　▼
　　轡
　　　　＿　　セ　》、

●●

、劃図

　江南町ゴルフ協会主催によるゴルフ教室が、11
月8日から12月7日までの6日問江南ゴルフ練習
場で行われました。

　初級者を対象とし、11名が参加して行われた教
室は、薄井秀也プロの熱心な指導により充実した
教室となりました。

催脚卜一

型（日）

　第16回町民ジョギング大会が、北小学校前田園

コースで行われました。

　4年ぷりに1月2日となったこの大会に、町内
の100名の方が参加し、3kmのコースを全員が完

走しました。

●●
＼ヤ＼匙

　’

灘

　　　　　　　　　　　・醐・鰍勲

1到（日）

　江南消防団の出初式が役場庁舎前で行われまし
た。

　式では、管理者である柴田町長が「火災のない
安心して暮らせる町づくりにご尽力ください」と
あいさつ。その後、大沼公園での消防車両の一斉
放水や防火広報を実施。

　火を使うことの多い時季、火の後始末はきちん
としたいものです。

　
春
季
火
災
予
防
運
動

「
あ
ぷ
な
い
よ
　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
た

そ
の
火
」

　
3
月
1
日
凶
か
ら
7
日
り
Q
ま
で
の
1

週
問
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
季
節
は
、

特
に
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
＜
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
思
わ

ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
尊
い
人
命

や
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
、
熊
谷
地
区
消
防
管
内
に
発
生

し
た
火
災
件
数
は
92
件
で
、
前
年
に
比

べ
6
件
の
増
加
で
す
。
ま
た
、
火
災
に

よ
る
死
者
は
6
名
で
す
。
出
火
原
因
で

は
、
放
火
、
放
火
の
疑
い
、
た
き
火
、

こ
ん
ろ
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
出
火
原
因
は
、
皆
さ
ん
の
日
頃

の
点
検
や
、
注
意
に
よ
り
防
止
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

火
の
用
心
　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

　
か
な
い

（
○
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い

○
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

　
を
離
れ
な
い

○

風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い

○
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い

（
）
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

　
配
線
は
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
⑦

　
を
近
づ
け
な
い



か
ぜ
・
イ
ン
7
ル
エ
ン
ザ
に
置
用
血

　
　
　
寒
く
て
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

　
例
年
ピ
ー
ク
は
一
月
か
ら
二
月
で
す
。

　
　
　
昨
年
は
、
高
齢
者
の
施
設
に
お
け
る
集
団
感
染
・
死
亡
、
乳
幼
児
に
お
け
る
脳

　
炎
・
脳
症
な
ど
が
多
数
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

か
ぜ
を
予
防
し
よ
う

　
か
ぜ
は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
ス
キ
を
つ
い
て
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

普
段
か
ら
体
力
づ
く
り
と
健
康
管
理
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　
か
ぜ
の
基
本
的
な
予
防
対
策
は
、
手

を
洗
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
か
ぜ

の
ウ
ィ
ル
ス
は
空
気
感
染
よ
り
も
人
の

手
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
の
ほ
う
が

は
る
か
に
多
い
た
め
で
す
。

を
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
乾
燥
し

た
空
気
は
ウ
ィ
ル
ス
に
好
都
合
と
な
る

ば
か
り
で
な
＜
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る

人
の
の
ど
を
痛
め
ま
す
。

④
厚
着
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
厚
着
は
、
外
気
の
温
度
変
化
に
対
す

る
適
応
力
を
弱
め
ま
す
。

恐
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
呼
吸
器
感
染
症
で
、
普
通
の
か
ぜ
と

は
全
く
違
う
病
気
で
す
。
発
熱
や
頭
痛

と
い
っ
し
ょ
に
、
の
ど
の
痛
み
や
鼻
水

な
ど
、
か
ぜ
に
よ
く
似
た
症
状
も
み
ら

れ
る
た
め
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
、
4
0
度
近
い

高
熱
が
で
る
な
ど
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
重
症
化
す
る
と
体
力
の
な
い
高
齢
者

や
乳
幼
児
な
ど
で
は
生
命
　
に
か
か
わ

り
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
軽
視
し
な
い
で
、
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、

予
防
接
種
が
有
効
で
す
が
、
そ
れ
以

外
に
は
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
や

「
睡
眠
」
「
栄
養
」
に
気
を
つ
け
る
ほ

か
、
な
る
べ
く
人
混
み
に
出
掛
け
る

こ
と
を
避
け
る
な
ど
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

②
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

　
う
が
い
は
ロ
の
中
に
い
る
細
菌
や
ウ

ィ
ル
ス
を
洗
い
流
す
作
用
が
あ
り
、
ロ

の
中
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
簡
単
で
良

い
方
法
で
す
。

③
室
内
の
換
気
と
湿
気
に
注
意

　
多
く
の
暖
房
器
具
は
、
室
内
の
空
気

　
好
奇
心
が
強
く
、
目
に
つ
い
た
も
の

を
何
で
も
ロ
に
入
れ
て
し
ま
う
幼
児
の

誤
飲
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
誤
飲
事
故
の
中
で
も
特
に
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
化
粧
品
や

洗
剤
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。

化
粧
品
や
洗
剤
に
は
多
く
の
科
学
物
質

が
含
ま
れ
て
い
て
中
毒
を
起

こ
し
や
す
く
、
的
確
に
応
急

処
置
を
行
わ
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し

い
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
何

を
い
つ
飲
ん
だ
の
か
、
容
器

の
残
量
な
ど
を
見
て
ど
の
く

ら
い
の
量
を
飲
ん
だ
の
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
「
吐
か
せ
る
か
、

吐
か
せ
な
い
か
」
を
判
断
し

ま
す
。

　
化
粧
水
や
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
、

香
水
、
整
髪
剤
な
ど
の
化
粧

品
の
場
合
な
ら
、
水
を
飲
ま

せ
て
か
ら
ロ
を
開
け
さ
せ
、

ポ
イ
ン

お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
洗
剤
は
毒
性
が
強
く
、
命
に
か
か
わ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
漂
白
剤
、
ト
イ

レ
用
洗
剤
、
排
水
パ
イ
プ
用
洗
剤
、
カ

ビ
取
り
剤
な
ど
、
強
い
酸
性
や
ア
ル
カ

リ
性
の
も
の
は
、
吐
か
せ
る
こ
と
で
再

び
の
ど
や
食
道
を
痛
め
て
し
ま
う
の
で
、

絶
対
に
は
か
せ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ぷ
か
、
病
院
に
駆
け
つ
け
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
の
意
識
が

な
い
場
合
も
同
様
で
す
。

　
食
器
用
洗
剤
、
洗
濯
用
合

成
洗
剤
、
ク
レ
ン
ザ
ー
、
石

け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン

ス
は
、
水
を
飲
ま
せ
て
か
ら

吐
か
せ
、
病
院
へ
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
吐
か
せ
た
時
は
、

吐
し
ゃ
物
も
一
緒
に
保
存
し

て
医
師
に
見
せ
、
適
切
な
処

置
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舌
の
奥
を

指
で
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て
吐
か
せ
、

そ
の
後
す
ぐ
に
病
院
へ
。

　
日
焼
け
止
め
剤
は
、
吐
か
せ
ず
に
牛

乳
を
飲
ま
せ
ま
す
。
ロ
紅
、
ク
リ
ー
ム
、

乳
液
、
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
は
、
少
量
で
あ

れ
ば
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
量
に

飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
「
中
毒

1
1
0
番
」
（
欄
外
参
照
）
か
最
寄
り
の

．
曝

　
　
　
　
に
電
話
を
か
け
、
指
示
を
あ

　
　
●

化粧品・洗剤の場合
㍉

つくば：費くダイヤルQ2＞0990－52－9899（9～17時）
勧日本中毒情報センター　中毒110番
大阪1盈くダイヤルQ2＞0990－50－2499（24時間対応



…一一一一～図書館だより～一一一一一一
　　　　　　2月のカレンダー　　　　　　　　　　［　お　は　な　し　会

　　　　　日月火水木金土　　　　。日時2月26日出
　　　　　　　①2345 　　　　午後2時30分より
　　　　　6⑦891011⑫　　　。場所おはなしコ＿ナ＿
　　　　　13⑭⑮161718／9 　　　。対象小学校低学年まで
　　　　　20⑳2223242526・　　　。内容紙芝居、絵本など
　　　　　27⑱29　　　　　　　　　　　　　「　楽しいお話を用意して待っています見たい本や

　　　　開館時間午前9時～午後5時　　　　　　　　　 　紙芝居がありましたらリクエストして下さい。

　　　　　　　・○印は休館日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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ー
ー
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　　　　一新着図書案内一（主なもの）

　　（書　名）　　　　（著者名）　　　　（書　名）　　　　（著者名）

●あれあれだあれ　　やなせたかし　●ぼくらは少年探偵団児童文学者協会

●しあわせのゆでたまご上條さなえ　　●学校のふしぎな事件簿　　　〃

●ながれぼしをひろいに筒井　頼子　　●犬と話そう　　　河原まり子

●どこにいるのおじいちゃん　ア刈一、フリート　●となりあわせの奇跡杉本　りえ

●ふゆのものがたりルース、エインズ　●虫の飼い方観察のしかた海野　和男

●忍たま乱太郎　　　尼子騒兵衛　　●国旗のずかん　　　儲成社

　　　◆せつぶん◆
　　　　2月3日は節分です。
　節分に関する図書を紹介します。

　　（児童書）

●おには一そと　　　●こどものカレンダー2月

●ふくはうちおにはうち●祭りと行事、昔と今

●どうぷつ村のごちそうごよみ　●年中行事に生かす昔話

●きょうはなんの日2月　●まんがで学習きょうはなんの日

●2月のむかし話　　●年中行事言己細3翻のひみつ

　　（書　名）　　　　（著者名）　　●大丈夫結婚　　　　出川さとこ　　●ストレス退治百科　みずうみ書房

●道　　　　　　　宮内庁　　　　●長助の女房　　　　平岩　弓枝　　●愛犬の病気としつけ　主婦の友社

●あこがれの農業へ小ロ　英吉　　●ゴルフの達人　　　夏坂　　健　　●ゆうき君の海　　　山元加津子

●巷説百物語　　　　京極　夏彦　　●ファイト　　　　　武田　麻弓　　●寄り道ビアホール　篠田　節子

●いつでも会える　　菊田まりこ　　●血糖値を下げる100のコツ主婦の友社　　●溺れる　　　　　　川上　弘美

●家庭介護百科　　　家の光協会　　●介護保険最新Q＆A　鍋谷　州春　　●投稿四字列語　　　所ジョージ

●高原の花紀行　　　山本　建三　　●キラッと生きてる　N　H　K出版　　●十津川警部風の挽歌　西村京太郎

●心ざわざわ　　　　岡本　理香　　●全国病院番付上・下　丹羽　幸一　　●先生のお弁当　　　水野　幸一

●子供の意欲を育む堀田　敏之　　●その時役立つ介護読本　おちとよこ　　●おしゃれな刺しゅう小物戸塚　きく

●楽しみの日々　　　大庭みな子　　●変わる生活変わるビジネス川ロ　順子

躍
ミ
葦
藁
逗
填
遥
ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
§
§
罠
ミ
這
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
遠
ミ
ミ
ミ
ミ
§
運
遠
這
§
逗
ミ
し

こ
う
な
ん
俳
句
会
⑳

自
樺
の
ま
ぶ
し
き
素
肌
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

寄
り
か
か
り
寄
り
か
か
ら
れ
し
菊
枯
る
る

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

年
の
瀬
や
過
ぎ
ゆ
く
も
の
に
音
の
な
く

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

年
惜
し
む
妻
に
一
献
差
し
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
平
山
三
郎

部
屋
に
湯
気
み
な
ぎ
り
冬
至
南
瓜
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

数
へ
日
や
二
十
世
紀
の
最
終
日

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

雁
の
棟
率
い
る
長
に
迷
い
無
し

　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

大
事
な
き
こ
と
の
幸
せ
年
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

掛
け
変
へ
し
山
河
の
軸
や
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

ァ
メ
横
の
活
気
の
中
に
年
用
意

　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

年
の
瀬
や
義
士
討
入
り
を
偲
ぶ
夜

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

母
の
手
の
乾
く
ひ
ま
な
き
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

捨
て
難
き
兎
の
は
ね
し
古
暦

　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
　
進

靴
揃
へ
走
り
納
め
の
年
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子

陽
は
急
ぎ
心
忙
し
き
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

折
々
の
回
想
燃
や
す
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

賀
状
書
く
う
ち
に
計
報
の
届
き
け
り
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日　　　時 場　　所

行政・心配ごと相談 2月22日㈹9＝30～正午 勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談 2月8日（火）9＝30～正午 勤労福祉センター

成人健康相談 3月7日（火）9：30～11：30 保健センター

教　育　相　談 原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。

　　　　平成12年度江南町
　　　ボランティア相談員募集

　　　いじめ、登校拒否の問題の重要性
　　　にかんがみ、学校長の指導のもと、

　　　教員の相談活動を補完し、さわやか

　　　相談員と連携して、地域において、

　　　児童生徒との相談・援助活動を行う

●璽瀦認相言鑑纏墾
　　　保護者に信頼され、子どもの「心の

　　　悩み」に対して親身になって相談に

　　　応じることができる知識や経験を有

　　　する人を若干名募集します。

　　国固所定の応募書類に記入のう
　　　え、2月1目（火）～／5日（駕までに教

　　　育委員会へ申し込みください。詳
　　　細は、教育委員会窓ロにある応募
　　　要項をご覧ください。

自衛隊幹部候補生説明会
　平成12年度採用一般幹部候補生の

説明会を下記のとおり行います。

　　　日時　3月11日出10：00～12：00

　　場所　航空自衛隊熊谷基地

●●　　　容　自衛隊の概要
　　　　　幹部候補生制度の概要
　　幹部候補生採用試験の概要
国圃　3月3日（金）までに、埼玉地

　方連絡部熊谷募集事務所　熊谷市

　末広2－1／9　盈522－4855へ。

　柔道教室参加者募集
　青少年の健全育成と柔道の普及を

目的に、柔道教室を開催いたします。
日時　2月14日（月）、16日（水）、／9日（土）、

　　2／日（月）、23日（水）、26日（土）、

　　28日（月）、3月1日（水）、4日（±）

　　　（9日閤）

場所　江南町柔道場

対象　保育所、幼稚園児小学校1・

　　　2年生ほか希望者
国四固　2月9日（水）までに教育委員

　会へ。「柔道愛好会」に入っている

　人は、申し込みの必要はありませ
　ん。

　　　　－」魎

彩の国まちかど労働相談

　賃金、退職金、解雇、有給休暇、

社会保険、パート労働など仕事や職

場の閤題、年金や各種助成金に関す

る相談を社会保険労務士がお受けし
ます。（職業紹介は除きます。）

　相談は無料で、秘密は守られます。

日時　2月／9日仕）13：00～／6：00

場所　八木橋デパート8F特設会場

　　熊谷市仲町74
固埼玉県北部労働商工センター
　　盈523－2817

　　　　窃」旧じ■一

春季火災予防運動について

　県政モニター制度および通勤・通

学者モニター制度は、県政にちする

県民の意見、提案を、アンケートや

提言書を通じてお聞きするものです。

募集　県政モニター……200人

　　通勤・通学者モニター／00人

期
容
任
内

資格

締切

平成12年4月から1年閤
アンケート調査への回答、書

面などを通じての意見や提案、

会議への出席など（謝礼あり）

○県政モニター

平成12年4月1日現在、20歳
以上の県内在住者。ただし、

地方公務員、県政モニター経
験者を除く。

●通勤・通学者モニター

平成12年4月1日現在、20歳
以上の県内在住者で、都内へ

通勤・通学する人。ただし、

地方公務員、通勤・通学者モ

ニター経験者は除く。

○県政モニター
　2月11日（金X当日消印有効）

○通勤・通学者モニター
　3月31日（金）（当日消印有効）

希望するモニター名を明記の

　　　うえ、住所、氏名（ふりがな）、

　　平成12年4月1日現在の年齢、
　　性別、職業、勤務地または学
　　校所在地、電話番号、関心の
　　　ある分野・応募動機（200字程

　　度）を明記して、郵送または

　　　FA×で、〒336－8501浦和
　　市高砂3－15－1
　　埼玉県総務部公聴広報課
　　倣048－830－2850
　　FA×048－824－7345
圃埼玉県総務部公聴広報課
　　費048－830－2850

　　　　　　　　　　　　　　、

日本とドイツの社会保障協定

　が2月1日に発効されます

　国際化の進展するなか、仕事の都

合で海外に一時的に派遣された人は

外国の年金制度に二重加入だったり、

加入期閤が短いために年金需給資格
に結びつきませんでした。

　そのため、日本とドイツでは年金
加入期間を通算する「社会保障協定」

を結び、2月1日から発効すること
になりました。

【主な内容】

●　厚生年金や国民年金の被保険者

　がドイツで一時的（5年を目安）

　に就労し、ドイツ年金制度への加

　入義務が生じた場合は、その時期

　のドイツ年金制度への加入義務が
　免除されます。

●　協定により、ドイツでの年金加

　入期問を日本の年金制度加入期問

　とみなして受給資格期閤に算入さ

　れます。また、ドイツの年金加入

　期問中の保険事故（傷病や死亡）

　は日本の年金制度加入中の事故と

　みなされます。

※ドイツ年金制度へカロ入期問がある

　人は、今まで年金が支給されなか

　った場合でも、協定により支給さ

　れることになったりしますので、

　熊谷社会保険事務所（522－521／）

　へご相談ください。

⑩
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農林学級・花ぎ園芸講座（2月）

開催日 内　　容 時　間

6日（日） ニンジンの収穫　① 13時30分

11巳（金） ヒナ人形の型抜きe 9時30分

12日（土） 郵便受け箱　　㊥ 9時30分

16日（水） ニンジン料理　　O 10時00分
16日（水） 諺フラワーアレンジメント 13時30分

槍日出 木工入門教室　　O 10時00分
20日（日） ヒナ人形型抜き　O 9時30分
23日（水） コンニャク作り　○ 10時OO分

23日（お 家庭菜園春作栽培e 13時30分
23日（水） （花）サギソウの育て方 13時30分

26日（日） ワニの鉛筆立て　㊥ 9時30分

27日（日） 木工工作開放日　O 10時OO分

28日㈹ 花サクラソウ薩付けと育て万 13時30分

※（花）；花き園芸講座（対象：一般のみ）

対象鋤＝小学生親子e＝一般
　　①＝小学生
受付　2月1日（火〉8時30分から

圃農林学級＝農林公園管理事務所
　　盈583－2301

　　花き園芸講座＝農林公園内・植

　　物振興センター盈583－2841

※臨時休園二2月22日㈹

森林公園「梅まつり』2月5日～3月20日

　花木園の130種650本の梅と12万芽

の福寿草が咲きほこる中、様々な催
しを行います。

●甘酒のサービス：期問中の土、日

　に梅林において先着200名にサー

　ビス。11二〇〇～14：00

●梅のフラワーアレンジメントの展

　示：梅の花を使ったアレンジメン

　トの展示。2月5日～2月13日
●梅とばしに挑戦：梅のタネをどこ
　まで飛ばせるか……。2月27日（日）

　13二30～。先着100名。

●梅の一句二投句ポストを設置しま

　す。梅にちなんだ俳句を募集。

●春風能：梅若万紀夫他による能、

　および野村萬斎他による狂言。

日時　3月19日（日）

⑪
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場所　雅の広場
費用　800円

定員　1，000名

国　往復ハガキに郵便番号、住所、

　　　氏名、電話番号、希望観覧人

　　　数（1枚につき2名まで）を
　　　明記のうえ、管理センターま

　　　で。2月29日（鋤（消印有効、

　　　多数の場合抽選）締め切り。

圃武蔵丘陵森林公園内　武蔵管理
　　センター業務課企画係

　　盈0493－56－2225

　　FAXO493－56－4913

江南町有機100倍農業フォーラム

　環境にやさしい農業をめざして「出

来ることから始めよう江南の有機リ

サイクル農業」と題してのフォーラ

ムを開催します。また、女優・農政

ジャーナリストとしてご活躍の浜美

枝さんの講演会も予定しています。

時
所
容

日
場
内

2月21日（月）13：00～16：00

ピピアホール（入場無料）

講演
「環境にやさしい農業を目指して」

浜　美枝さん（女優・農政ジャーナリスト）

パネルディスカ、ソション

「出来ることから始めよう江南

のリサイクル農業」

固役場経済課

「犬のしつけ方』講習会
　飼い犬による咬傷事故、糞の放置、

無駄吠えなどの苦情は後を絶たず、

年々増加の傾向にあります。そこで

飼い主に対し、正しい犬のしつけ方

場盈536－1521
ピピア盈536－6262
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などを啓発するために講習会を開催
いたします。

時
場
日
会

講師

定員
国固熊谷保健所生活衛生薬事の●

　　　当智523－2811

2月26日（土）13：30～

熊谷市文化創造館
「さくらめいと」月のホール

赤坂動物病院院長

柴内裕子先生

150名

畜産体験教室

　今月の畜産体験教室では、肉の加

工体験・ソーセージ作りを行います。

日時

象
用
員
物

対
費
定
持

①2月14日（月）13：30～15：30

②2月18日㈹13：30～15：30
一般

無料

①②とも15人（申込み川頁）

エプロン、筆記用具

国固①②とも電話またはファッ
　クスで、埼玉県畜産センター（盈

　536－0311FAX536－0315）へ。

　　青少年相談員募集

　青少年相談員は、地域の子どもたち

のよき友、よき理解者となって子ども

たちの健やかな成長を助ける、おお

むね20歳代の青年ボランティアです。

　江南町青少年相談員協議会では、

子どもが好きな人、ボランティア活

動に興味のある人を募集中です。

資格①平成12年4月1日現在で、年
　　齢が満18歳以上32歳以下の人
　　　（高校生は除く）

　　②江南町に在住、または通勤・

　　　通学していて、活動に積極的

　　　に参加できる人

国固　2月15日㈹までに役場町民
　課にお申し込みください。なお、

　締め切り後も随時募集しています。

●



　　　　　　撮影場所

叢撫　　　大字塩「一本榎』

　　臨．　　　土地改良によって、この木
　　，繋　　の伐採も検討されましたが、

鰹雛余りに見事な榎・そして傍ら

鑛難函、醐、ものです。

幣羅1、　　　　一面に雪の花の樹形と石仏

製藝肇が墨絵の世界を表現していま
　　　　　　す．
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平成11年1月11日生
両親1肇津鞭（樋春）

　2人のお姉ちゃんの後を追ってはいたず
らばかりしている駿樹です。

　健康で、元気一杯大きくなってほしいで
す。
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　人ロと世帯数（1月1日現在）

平成／1年6月27日生

両親／警瓢中央）　，
　寝返りが得意な健太郎。気づくと部屋の
すみまでゴロゴロ…。

　名前のように健やかに育っていってね！！

　　　　　　　　　　　　　　⑫

「のこしておきたい江南風景」

と「すこやかさん」のコーナ

ーへの投稿を募集しています。

お気軽に、役場総務課広報係

までご連絡ください。

男 6，170人（．6）

女 6，397人（．7）

計 12，567人（．13）

世帯数 3，867世帯（一3）

（　）内は前月比

編集・発行　埼玉県大里郡江南町役場総務課　〒360－0192　大里郡江南町中央1－1餐536－1521


